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電動車いすを安全に乗るために

　「電動車いす交通安全教室」は、文化センターで
行われ、高齢者を中心に約30人が参加しました。
　同教室は、伊予交通安全協会が、電動車いすの
利用者に安全に使用してもらうため開催したもので
す。教室では、電動車いすについてのＤＶＤを観た
り、屋外で試乗したりして、電動車いすに乗るとき
の交通ルールを学習。参加者は、普段の乗り方を
見直し、交通安全への意識を高めていました。

▼ 11月20日

　

地域の環境リーダーとして期待

　「子ども環境学園2015終了式」は、文化センター
で行われ、町内の小中学生 19 人が参加しました。
　全 4回の締めくくりとなった今回は、町内在
住で環境カウンセラーの八束典子さんが「３Rっ
てなんだろう」と題し講義を行ったほか、全 4回
を振り返って学んだことをおさらいしました。
　その後、受講生は修了証を受け取り、地域の環
境リーダーとして活躍していくことを誓いました。

▼ 11月28日

松前町の「いーよ！」を探して
▼ 12月16 ～ 18日

　テレビ愛媛 「ふるさと絶賛バラエティいーよ！」の
取材班が、本町を訪れました。
　取材では、「ひまわりバス」に乗って町内を周遊し、
徳丸地区の常夜灯や、鶴吉地区に住むヤギなど、さま
ざまな角度から本町の 「いーよ！」を発見。さらに、ひ
めきゅんフルーツ缶の谷尾桜子さんが、２年後のえひ
め国体において本町で行われるホッケーを体験しま
した。番組は、1月16日 （土）12時から放送予定です。

ベナンで学んだことを伝えたい
▼ 12月3日

　JICAの青年海外協力隊として2 年間、西アフリカ
に位置するベナン共和国で活動した足立さちさん＝
上高柳＝が、帰国報告を行いました。
　現地で小学校を巡回し、手洗いの正しい方法な
ど衛生面の啓発活動を実施した足立さん。「『いか
に一日一日を大切に生きていくか』の重要性を感じ
ました。今後、自分自身にも問いかけながら、たくさ
んの人に学んだことを伝えたい」と話していました。
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